
(1)　利子所得等の課税状況

支 払 金 額 源泉徴収税額
障害者等非課税・
財形貯蓄非課税分
支 払 金 額

その他非課税分等
支 払 金 額

支 払 金 額 源泉徴収税額

千円 千円 千円 千円 千円 千円

1,380,264 214,382 41,933 38,888,357 40,310,554 214,382

16,760,165 2,566,819 22,222 57,122,719 73,905,107 2,566,819

銀 行 預 金 72,009,411 10,971,607 439,696 3,301,007 75,750,114 10,971,607

銀行以外の金融機関の預金 51,850,129 7,913,509 620,429 12,471,295 64,941,853 7,913,509

その他勤務先預金等の利子 7,222,051 1,052,932 9,934 28,633 7,260,618 1,052,932

3,114,436 474,695 2,181,373 400 5,296,209 474,695

524,891 56,694 2,178 8,652 535,721 56,694

8,310,896 1,271,383 70,448 9,598,555 17,979,900 1,271,383

161,172,243 24,522,021 3,388,214 121,419,618 285,980,075 24,522,021

11,054,876 1,617,608 － 125,270 11,180,146 1,617,608

7,682,405 1,243,573 204 6,216 7,688,825 1,243,573

73,484 12,917 － － 73,484 12,917

179,983,008 27,396,119 3,388,418 121,551,104 304,922,530 27,396,119

（注）１　「障害者等非課税・財形貯蓄非課税分」は、所得税法第10条（障害者等の少額預金の利子所得等の非課税）、租税特別措置法第４条（障害者等

　　　　の少額公債の利子の非課税）、第４条の２（勤労者財産形成住宅貯蓄の利子所得等の非課税）及び第４条の３(勤労者財産形成年金貯蓄の利子所

　　　　得等の非課税)に規定する非課税分である。

　　　２　「その他非課税分等」は、所得税法第11条（公共法人等及び公益信託等に係る非課税）、租税特別措置法第５条（納税準備預金の利子の非課

　　　　税）及び第８条（金融機関等の受ける利子所得等に対する源泉徴収の不適用）等に規定する非課税分のほか、租税特別措置法第９条の３の２第１

　　　　項に規定する支払の取扱者を通じて支払われたものも含まれている。

　　　３　「課税分」には、個人のほか、法人の受取分も含まれている。

　　　４　「特定公社債等の利子等（源泉徴収義務特例分）」は、租税特別措置法第９条の３の２の規定による、支払の取扱者が所得の支払者に代わって

　　　　源泉徴収を行い、国に納付する特例分である。

　　　５　「割引債の償還差益」の「支払金額」及び「源泉徴収税額」は、租税特別措置法第41条の12（償還差益等に係る分離課税等）及び第41条の

　　　　12の２（割引債の差益金額に係る源泉徴収等の特例）に規定する課税分であり、個人のほか、法人の受取分も含まれている。

小　　　　　計

３－３　所得種類別課税状況

区　　　　　分

課　　税　　分 非　課　税　分　等 合　　　　　計

公 債

社 債

預貯金

合 同 運 用 信 託 の 収 益 の 分 配

公社債投資信託の収益の分配等

特 定 公 社 債 等 の 利 子 等
（ 源 泉 徴 収 義 務 特 例 分 ）

定 期 積 金 の 給 付 補 て ん 金 等

匿名組合契約等に基づく利益の
分 配 、 生 命 保 険 等 の 差 益

割 引 債 の 償 還 差 益

計

調査対象等：　この表は、令和２年２月から令和３年１月までに利子等の支払者から提出された「利子等の所得税徴収高計算書」等に基づいて作成した。

大阪国税局
源泉所得税3

（R02）



(2)　配当所得の課税状況

非 課 税 分 等

支払金額 源泉徴収税額 支払金額 支払金額 源泉徴収税額

千円 千円 千円 千円 千円

剰余金又は利益の配当、剰余金の分
配、基金利息の分配、特定投資法人の
投 資 口 の 配 当 等

2,095,533,304 387,353,869 1,424,943,831 3,520,477,135 387,353,869

3,122,425 478,168 4,262,565 7,384,990 478,168

源 泉 徴 収 選 択 口 座 内 配 当 等 237,876,073 35,940,449 － 237,876,073 35,940,449

計 2,336,531,802 423,772,486 1,429,206,396 3,765,738,198 423,772,486

（注）１　「非課税分等」は、所得税法第11条（公共法人等及び公益信託等に係る非課税）に規定する非課税分のほか、租

　　　　税特別措置法第９条の３の２第１項に規定する上場株式等の配当等で国内における支払の取扱者を通じて支払われ

　　　　たもの、租税特別措置法第９条の８（非課税口座内の少額上場株式等に係る配当所得の非課税）及び租税特別措置

　　　　法第９条の９（未成年者口座内の少額上場株式等に係る配当所得の非課税）に規定する非課税分である。

　　　２　「課税分」には、個人のほか法人の受取分も含まれている。

　　　　　　において契約不履行等事由が生じた場合の所得税徴収高計算書」等に基づいて作成した。

区　　　　　分
課　税　分 合 計

投資信託（公社債投資信託及び公募公
社債等運用投資信託を除く。）及び特
定受益証券発行信託の収益の分配等

調査対象等：　この表は、令和２年２月から令和３年１月までに配当等の支払者から提出された「配当等の所得税徴収高計

　　　　　　算書」及び「上場株式等の源泉徴収選択口座内調整所得金額及び源泉徴収選択口座内配当等・未成年者口座等

大阪国税局
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(3)　特定口座内保管上場株式等の譲渡所得等の課税状況

千円 千円

源 泉 徴 収 選 択 口 座 内 保 管
上 場 株 式 等 の 譲 渡 所 得 等

466,343,768 70,706,434

調査対象等：　令和２年２月から令和３年１月までに上場株式等の譲渡の対価の支払者から提出された
　　　　　　「上場株式等の源泉徴収選択口座内調整所得金額及び源泉徴収選択口座内配当等・未成年
　　　　　　者口座等において契約不履行等事由が生じた場合の所得税徴収高計算書」に基づいて作成
            した。

区　　　　　　　分
源泉徴収選択口座内

調整所得金額等
源　泉　徴　収　税　額

大阪国税局
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(4)　給与所得及び退職所得の課税状況

支　払　金　額 源泉徴収税額 支　払　金　額 源泉徴収税額 支　払　金　額 源泉徴収税額

千円 千円 千円 千円 千円 千円

俸 給 ・ 給 料 ・ 賞 与 3,774,597,089 143,281,342 42,564,583,418 1,553,776,836 46,339,180,507 1,697,058,178

日 雇 労 働 者 の 賃 金 6,828,764 148,767 164,696,630 3,002,214 171,525,394 3,150,981

計 3,781,425,853 143,430,109 42,729,280,048 1,556,779,050 46,510,705,901 1,700,209,159

170,719,505 1,433,494 1,532,183,888 44,195,014 1,702,903,393 45,628,508

－ － － 179,502 － 179,502

調査対象等：

用語の説明：

災害減免法により徴収猶予したもの

１　「官公庁」とは、政府機関、地方公共団体及びこれらの関係機関（所得税法別表第一に掲げる法人等のうち、公社、公団、公庫、事業団、日本政策
　金融公庫、国立大学法人等、国・地方公共団体が全額出資しているもの及び行政執行法人をいう。）を集計したものである。

３　「徴収猶予」とは、通常の法定納期限に徴収しないで、一定の期間徴収手続を猶予することをいう。したがって、一定の期間、納期限を延長する、
　いわゆる延納制度とは異なるものである。

給 与 所 得

区　　　　　分
官 公 庁 そ の 他 合 計

　給与等の支払者から令和３年４月30日までに提出された「法定調書合計表（給与所得の源泉徴収票、退職所得の源泉徴収票）」及び令和２年２月から
令和３年１月までに提出された「給与所得・退職所得等の所得税徴収高計算書」に基づいて作成した。

２　「法定調書」とは、所得税法の規定により税務署長に対して、その提出を義務付けられている書類をいい、原則として翌年１月31日までに提出する
　こととなっている。法定調書の種類は多数にのぼっており、例えば①利子等の支払調書、②配当、剰余金の分配及び基金利息の支払調書③報酬、料
　金、契約金及び賞金の支払調書、④給与所得の源泉徴収票、⑤非居住者に支払われる給与、給付及び役務の報酬の支払調書がある。

退 職 所 得

大阪国税局
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(5)　報酬・料金等の課税状況

千円 千円

原 稿 料 、 作 曲 料 、 放 送 謝 金 、 講 演
料 等 の 報 酬 又 は 料 金

102,783,823 11,432,778

弁 護 士 、 税 理 士 等 の 報 酬 又 は 料 金 287,901,658 40,759,995

診 療 報 酬 277,793 24,287

職 業 野 球 の 選 手 、 騎 手 、 外 交
員 等 の 報 酬 又 は 料 金

421,432,336 30,517,896

芸 能 等 に つ い て の 出 演 ・ 演 出 等 の
報 酬 又 は 料 金

24,410,488 2,929,179

バ ー 、 キ ャ バ レ ー の ホ ス テ ス 等
の 報 酬 又 は 料 金

52,316,637 3,009,445

契 約 金 ・ 賞 金 8,168,159 645,625

　小　　　　　　　　　計　 897,290,895 89,319,204

1,411,841,232 62,976,018

1,706,725,192 28,297,947

1,624 158

4,015,858,943 180,593,327

－ 1

調査対象等：　報酬・料金等の支払者から、令和３年４月30日までに提出された「法定調書の合計表
　　　　　　（報酬・料金・契約金及び賞金の支払調書）」及び令和２年２月から令和３年１月まで
　　　　　　に提出された「報酬・料金等の所得税徴収高計算書」等に基づいて作成した。

計

法 第 203 条 の ２ 該 当 （ 公 的 年 金 等 ）

源泉徴収税額支　払　金　額

災 害 減 免 法 に よ り 徴 収 猶 予 し た も の

区　　　　　　　　　　分

法 第 174 条 該 当 （ 馬 主 が 受 け る 競 馬 の 賞 金 等 ）

法 第 207 条 該 当 （ 生 命 保 険 契 約 等 に 基 づ く 年 金 ）

法
　
第
2
0
4
条
　
該
当
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(6)　非居住者等所得の課税状況

千円 千円

公 社 債 ・ 預 貯 金 の 利 子 等 500,804 70,994

剰余金又は利益の配当、特定投資法人の投資口の配当等、投資信
託（公社債投資信託及び公募公社債等運用投資信託を除く。）
及 び 特 定 受 益 証 券 発 行 信 託 の 収 益 の 分 配

27,700,322 1,806,338

匿 名 組 合 契 約 に 基 づ く 利 益 の 分 配 391 80

給 与 ・ 賞 与 等 34,173,470 3,541,210

退 職 所 得 4,294,783 658,123

役 務 の 報 酬 722,631 126,970

工 業 所 有 権 そ の 他 の 技 術 に 関 す る 権 利 等 の 使 用 料
又 は そ の 譲 渡 に よ る 対 価

40,827,886 4,314,691

著 作 権 の 使 用 料 又 は そ の 譲 渡 に よ る 対 価 12,948,898 1,338,379

貸 付 金 の 利 子 19,366,571 2,138,796

不 動 産 、 採 石 権 の 貸 付 、 租 鉱 権 の 設 定 又 は 航 空 機 、
船 舶 の 貸 付 に よ る 所 得

13,907,619 1,588,853

機 械 等 の 使 用 料 - -

土 地 等 の 譲 渡 に よ る 対 価 6,223,320 680,327

人 的 役 務 提 供 事 業 の 対 価 14,424,123 2,437,355

生 命 保 険 契 約 等 に 基 づ く 年 金 156,170 15,458

賞 金 750 158

合　　　　　計 175,247,738 18,717,733

調査対象等：　令和２年２月から令和３年１月までに非居住者等の給与等の支払者から提出された「非居住者・外国法人の所
　　　　　　得についての所得税徴収高計算書」に基づいて作成した。

源泉徴収税額区　　　　　分 支払金額
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